
４－２．関数を用いた特定健診未受診者の集計

❶集計したい年度に対するセル範囲を確認（本事例ではМ６:М25）
❷指定された範囲の空白セルを集計可能な「ＣＯＵＮＴＢＬＡＮＫ」関数を使用
❸「ＯＫ」をクリック

４－１．オートフィルタ機能を用いた特定健診未受診者の集計

※オートフィルタ機能を活用することで、「連続未受診者」や「２年前は受診したが、１年前は
受診していない者」等が抽出可能となる。

❶年度別にデータを絞り込
むため、オートフィルタ機
能を使用
❷(空白セル)にのみチェッ
クを入れる
❸「ＯＫ」をクリック

❶

❶

❸

❸

❷

❷

≪集計に役立つその他の関数≫
◎「ＣＯＵＮＴＡ」関数
・指定範囲内にあるセルのうち、空白でないセルの個数を集計
　活用事例：５年間での健診受診回数の集計　　等

◎「ＣＯＵＮＴＩＦ」関数
・指定範囲内にあるセルのうち、検索条件に一致するセルの個数を集計
　活用事例：５年間での健診受診回数が１回の人数の集計　　等
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※ 国保では、有資格者のみを対象とするため、抽出時点において国保喪失年月日に値がある者
をオートフィルタ機能等で除外する必要がある。

国保データベース（ＫＤＢ）システムを活用した特定健診未受診者の状況把握

◎今回から３回にわたり、特定健診の未受診者対策として活用可能なＫＤＢシステムの機能
をご紹介します。

　ＫＤＢシステムから抽出可能な「被保険者管理台帳」の帳票ＣＳＶを活用し、特定健診未受診者を容
易に把握することができます。
　また、直近10年間分（当年度分を含む）の健診受診・医科受診・介護認定等の有無を確認することが
できるので、ターゲット（対象者）を絞り込んだうえで、受診勧奨を効果的に進めることができます。
　引き続き、継続した特定健診未受診者対策の取組を進めていきましょう。

－把握手順－
１．ＫＤＢシステムのトップ画面の「被保険者管理台帳」をクリック
２．「ＣＳＶ（全頁）」をクリック
３．任意のフォルダに保存・展開

【参考】右にスクロールすることで、５年前～９年前のデータが参照可能

❶❶ ❸❸ ❹❹❷❷

❶健診
○ ：健診あり

※● ：保健指導あり
空白：受診なし

❹国保資格❸介護認定
○ ：介護認定あり
● ：介護受給あり
空白：認定なし

❷医科受診
○ ：受診あり

空白：受診なし
● ：生活習慣病あり

データベースコーナー
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